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午前１１時００分 開会 
（出席議員 １７名） 

 

◎開会宣告・開議宣告 

○議長（中川一男君） ご出席まことにご苦労に存

じます。 

ただ今の出席議員は１７名であります。 

これより平成１９年第４回上富良野町議会臨時会

を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はあらかじめお手元に配布したと

おりであります。 

 

 

◎議会運営等諸般の報告 

○議長（中川一男君） 日程に入るに先立ち議会運

営等諸般の報告をいたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） ご報告申し上げます。 

今臨時会は８月６日に告示され、同日、議事日程

等の配布をいたしました。 

今臨時会の会期､日程等その内容はお手元に配布

の議事日程のとおりであります。 

今臨時会に提出の案件は、町長から提出の議案第

１号の１件であります。 

今臨時会の議案説明のため、町長以下関係者の出

席を求め、別紙配布のとおり出席いたしております。 

以上です。 

○議長（中川一男君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

 

  

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（中川一男君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

９番 米 沢 義 英 君 

１０番 仲 島 康 行 君 

を指名いたします。 

 

 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（中川一男君） 日程第２ 会期決定の件を

議題といたします。お諮りいたします。 

本臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思

います。 

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の呼ぶ者あり） 

○議長（中川一男君） ご異議なしと認めます。 

よって、会期は本日１日間と決しました。 

 

 

◎日程第３ 議案第１号 

○議長（中川一男君） 日程第３ 議案第１号、日

の出橋架替工事請負契約締結の件を議題といたしま

す。提出者から提案理由の説明を求めます。 
建設水道課長。 
○建設水道課長（早川俊博君） ただいま上程され

ました議案第１号、日の出橋架替工事請負契約締結

の件につきまして提案の理由をご説明申し上げます。 

本工事は、北海道の管理河川でありますコルコニウ

シュベツ川の拡幅改修により、現況では橋長が計画

断面に対応できないことから架替を行うものでござ

います。工事概要につきましては、橋長２２．８ｍ

幅員７．５ｍのプレストレストコンクリートの床版

と橋台２基、そして取り付け道路工、護岸工等が主

なる工事内容であります。次に本議案工事につきま

しては、地元業者を含む１０社を指名いたしまして

本日８月９日入札を行った結果、高橋建設株式会社

が８，４２０万円で落札し、請負金額は消費税を加

算いたしまして本議案の８，８４１万円であります。

参考までに２番札は、大北土建工業株式会社の８，

８９３万５千円であります。落札率につきましては、

９６．６％でございます。以下議案を朗読し説明に

かえさせていただきます。 

議案第１号､日の出橋架替工事請負契約締結の件。 

日の出橋架替工事請負契約を次により締結するた

め、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決

を求める。 

記。 

１、契約の目的、日の出橋架替工事。 

２、契約の方法、指名競争入札による。 
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３、契約金額、８，８４１万円。 

４、契約の相手方、上富良野町錦町１丁目１番２０

号。高橋建設株式会社、代表取締役社長 北川昭雄。 

５、工期、契約の日から平成２０年３月１４日まで 

以上で説明といたします。ご承認賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（中川一男君） 提案理由の説明を終わりま

す。質疑に入ります。９番米沢義英君。 

○９番（米沢義英君） 何点かお伺いいたしますが、

この点で入札の指名業者なんですが、町内と町外は

どういうような形でここに入っておられるのかこの

点、それとこの用地買収にかかわる点はどのように

なっているのかという点と、それと橋の架替ですか。

仮橋が設置されるという形になるというふうに思い

ますが、これに対する安全確保の問題と大体この仮

橋に掛かる予算というのはどういうふうな内訳にな

っているのか、この点をまずお伺いしたいと思いま

す。今後の入札のあり方という点では、今年度から

入札の方式が変わり少しでも安価なかたちのなかで

工事が予算が進むというかたちのなかで設定されて

おりまして、今回は地元の業者が落札するという状

況になりましたが、今後この町外の業者も入ってく

るという状況になりますと、いわゆる富良野圏域等

の業者だけにしぼるのかそれとも富良野圏域を超え

たなかで、どんどんこういう形で地方の業者も参入

するということになればかなり地元の業者、いわゆ

る富良野圏域の業者も含めて地域の振興にもなんだ

かの変化が生まれてくると思いますので、この点も

含めて今回落札率は９６．６％というかたちであり

ますが、従来の落札率とほぼ変わらないというよう

な状況もあるかというふうに思いますが、結果とし

てこういう形になった訳ですから、これが良いとか

悪いとかということにはならないかと思いますが、

大体想定した落札率になったというふうな印象をお

持ちなのか含めてお伺いしたいと思います。 

○議長（中川一男君） 建設水道課長答弁。 

○建設水道課長（早川俊博君） 米沢議員のご質問

にお答えさせていただきます。１点目の入札の指名

業者につきましては、地元業者２社それに町内に支

店営業所のある業者が３社、そして上川管内に本社

を持つ業者５社ということで合計１０社を指名して

ございます。また用地買収の関係につきましては、

一部仮橋の関係で用地買収といいますか、そういっ

た補償の問題少し出てきますけども用地の買収は絡

んできていません。仮橋の関係ですけどもこれは歩

道と車道を区分したなかで、今回仮橋の賃借という

かたちで契約しますけども、そういった予算の金額

につきましては、２５０万程度ということでござい

ます。これにつきましては、賃借という事であと架

替と取り外しの関係の予算は本工事のほうでみてご

ざいまして、それが３００万程度ということでござ

います。以上でございます。 

○議長（中川一男君） 副町長答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ９番米沢議員の最後のほ

うのご質問に私のほうからお答えをさしていただき

たいと思います。今後の入札のあり方についてであ

りますけど、もう既に私どもでご説明申し上げてる

ように、この年度から予定価格の事前公表をやめた

と。指名のあり方についても町内の業者でランクの

区分がありますが、ランクの区分に関係なく施工能

力のあるという判定ができれば町内業者については

横断的に優先的に指名をするということと、それか

ら一方競争性を発揮するような場を設けるという事

で、町外業者についてもそこに参入させるという、

そういう努力目標のもとに指名の業者数についても

今までよりは一定程度増やして入札に付すという方

針でやってございます。そのことによりまして、従

来９６％程度の落札の率が９０％の前半になってい

るということであります。これは、件数が限られた

件数でございますので結果を総括するにはまだ複数

年その動向を見極める必要があるだろうというふう

に考えているところでありますが、いずれにしまし

ても私ども議員がおっしゃるように地域の業者の育

成それから地域経済の振興という観点で、地元の能

力ある業者については優先的にするということを今

後とも知恵を使ってその結果に繋がるようなことも

含めてバランスよく取り進めて参りたいというふう

に考えているところであります。質問にありました

ようにこの富良野圏域の中の業者なのか、圏域外か

についてはここで断定的に申し上げる事はできませ

んのでケースによりましては、この富良野圏域を優

先する、ケースによりましては圏域外から指名をす

るということでケースごとに慎重に前段申し上げま

したようなことを充分踏まえて慎重に取り進めてい
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きたいというふうに考えてございますのでご理解を

いただいておきたいというふうに考えているところ

であります。 

○議長（中川一男君） ９番米沢義英君。 

○９番（米沢義英君） ランクに関わりなく施工能

力ある業者については、たとえＡランクの仕事だと

してもそこに入ってくるというような説明かという

ふうに思いますが、今回はこのなかにはそういった

ことが繁栄されているのかどうなのか。相手から指

名お願いしたいということでなければ入りませんが、

この点はどうなのかという点とですね。それと、も

う１点お伺いしたいのは、最終的になかなか難しい

点もあるかと思いますが、この富良野圏域では上富

良野町のようないわゆる富良野圏域外からも参入し

て指名業者というかたちのなかで、入札に参加され

ているというようなそういう制度をとったというよ

うな自治体があるのかどうなのかこの点も合わせて

お伺いしたいのと、最後にもう一回延べておきたい

と思うのですが、少なくともこの圏外からになると

相当力の入る業者もいますし、そういった面で絞れ

るものであればやっぱりこの富良野圏域というかた

ちも一つの方法でありますでしょうし、そういう事

も含めて適材適所その状況に見合ったかたちのなか

で今後圏外も含めて、いわゆる富良野圏域も含めて

入札に参加される業者があればそれはけっこうだと

いうことでありますが、そこら辺の難しさもあるか

と思いますが基本は地元あるいはこの富良野圏域が

そうであるならば潤うようなそういった体制作りと

いうのも一つの方法かというふうに思いますのでこ

の点もう一度確認しておきたいと思います。 

○議長（中川一男君） 副町長答弁。 

○副町長（田浦孝道君） 米沢議員のご質問にお答

えします。今回のケースにつきましても今前段申し

上げましたような事を基本にやってございます。そ

の結果指名の実態については担当課長が申し上げた

とおりであります。それと圏域の範囲のなかで指名

するかしないかについての問題、それから町内に絞

るか絞らないかの問題については非常に一口でここ

で限定的に申し上げることはなかなか難しいわけで

ありますが、私どもは前段で申し上げましたように

地元の業者で能力のある方については当然優先的に

指名をするという考え方を基本的にしてございます

ので、その裏返しはそういう業者であって地元の業

者を排除するという考え方はまず基本的にないとい

う事を一つご理解いただきたいと思います。それと

もう一方町内の業者だけで、いわゆるケースを想定

した時に当然限られた業者数になりますので、今適

化法やなんかで求められている競争性の発揮、それ

らの追求をどうするかについては、私どもも一定程

度業者の数をそこには参画をしていただくような状

況を整えるという、そういう事も求められるわけで

ございますので、今前段で申し上げましたようにそ

れに至るまでは基本的には地元の能力ある業者につ

いては全部まず優先的にそこに並べるという考え方

でございますし、あと一方、競争性を発揮していた

だくような場面を作るのには、申し上げてますよう

に一定程度の業者の数をそこへ揃える事が当然必要

であろうという事で、そのケースによりましては能

力それから実績等充分考慮してできる限り近隣の圏

域のなかでそういう適材の業者がいるかどうか、そ

れでまだ不足を生じる場合については、またさらに

圏域外のエリアについてその適材の業者がいるかど

うかをそういう手順で指名業者の数を揃えるという

事でございますので、その点ひとつご理解いただき

たいと思いますし、結果については私どもこの発注

する機関としましては、思いとしては地元の業者に

受注していただくことについては、これは当然理想

の姿でありますけど、私どもの機関としては結果を

想定する事はなかなか難しいわけでありますので、

前段で申し上げましたような事を充分あらゆる角度

からこれからも実績等を検証し適正な姿で臨んでい

きたいというふうに考えてございますので、その点

も一つご理解をいただきたいというふうに考えてい

るところであります。 

○議長（中川一男君） １１番中村有秀君。 

○１１番（中村有秀君） 落札率が９６．６％とい

うことでございますけども、平成１８年度の予定価

格事前公表の実施分１４件の落札率が９６．０３％

とそれで事前公表しなかった３０件が９４．３４％

という事でこれは１．６９％の差があってその金額

を試算してみると１，４８０万というような事でご

ざいました。私はいうなれば事前公表を実施をしな

いという町長の今年度の行政報告のなかで６項目の

入札関係の改善をやって、そのなかで事前公表はし
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ないということでございました。したがって私はこ

の９６．６％が非常に逆に元の落札率に戻ったのか

なという感じがするんです。それで１９年度の現在

まで工事入札の関係で全部が事前公表しないという

事で６項目のなかに入っております。したがって１

９年度の現在までの入札状況の中の落札率はどうな

っているかという事で１点お伺いをいたしたいと思

います。それから今回色々な事で業者の皆さん方の

お話を聞くと、いうなれば町外業者は以外にうちに

指名が来た今まで来なかったのにということがござ

いました。それで先ほど同僚議員が質問した町内業

者のなかでいうなれば能力のある業者が何社かとい

う事が具体的に出てこなくて、町内業者２、町内に

支店等があるのが３、町外業者が５ということでご

ざいまして、今国等も含めてそれぞれのランクがあ

るのともう一つは、地域の社会貢献度というのが多

く言われております。したがって指名の基準のなか

でそれらの点のポイント等も入れているかどうかを

含めてお尋ねをいたしたいと思います。それから今

副町長のお話では当面予定価格の事前公表はしない

というかたちで行きますということになると、ただ

私は一番心配するのは高値の落札率がこのまま続く

心配があります。なんとか競争性、透明性をあれす

るということで財務規則では５社以上ということに

なっておりますけども、現実にはＡが１０社以上、

Ｂランクは７社、Ｃは５社以上ということで今後進

めるということでございますので、この高値落札率

の状況から行くと当面このまま今年度は進めるのか

どうか、その点も含めてお尋ねをいたしたいと思い

ます。 

○議長（中川一男君） 副町長答弁。 

○副町長（田浦孝道君） １１番中村議員の３点の

ご質問にお答えします。まず１点目の落札率の関係

でありますが、先ほども申し上げましたようにこの

１９年度の今現在というか、若干少し手前でありま

すけど私が今ここで承知しているのは先ほど申し上

げましたように９０％台の前半、工事でありますけ

ど９２％程度の平均の落札率になってるとこであり

ます。今回は先ほど担当課長から申し上げましたよ

うに９６．６でありますので、そういう意味では今

までの水準かなというふうに見ているとこでありま

すが、これらについてはそれぞれおのおの工事ごと

に業者のいろんな企業活動がございますので、一概

にここで申し上げる事はできないわけであります。

いずれにしましても、今までの長年やっていました

事前公表の平均落札率がこの公表を開始した段階よ

りは年々少しずつ上がり気味だというようなことも

ありまして、それを総括してこの年度から事前公表

の廃止をしたわけでありますので事前公表をしない

というかたちで今後複数年動向を見極めていきたい

というふうに考えているところであります。それと

社会貢献の関係、これは新聞報道等で札幌等がそう

いう事を指名判断基準に考慮するということであり

ますが、私どもも過去に研究をした経過もございま

すし、個々近年そういうやり方をどうすべきかをい

ろいろ思いはするとこでありますが、いずれにしま

してもどういうケースを社会貢献度として評価をす

るかこれらについてを充分見極めていかなければな

らないと思いますので、今後の検討課題として改善

に向けての検討課題として受け止めているとこでご

ざいますので、今現在はそれをケースごとに実施し

ていないということでご理解をいただきたいと思い

ます。それと落札率の高値の問題については、前段

で申し上げましたようなことから今後推移をみて充

分どういう傾向で推移するのか充分見極めて判断し

たいと思いますので、今現在まだ充分な判断出きる

ような状況にないことを一つご理解いただきたいと

いうふうに思います。 

○議長（中川一男君） 建設水道課長答弁。 

○建設水道課長（早川俊博君） 先程の米沢議員の

ご質問のなかで用地買収がらみのご質問ありました

けども、ちょっと言葉足らずのとこありました。私

先程御答弁申し上げましたのは、仮橋に関しての件

でその部分につきましては、そういった作物の補償

で対応したいということでございましたけども、本

橋につきましては現在の高さから若干上がるもので

すからそういった関係と拡幅の部分がありますので、

そういった関係で用地買収が絡んでいます。以上で

ございます。 

○議長（中川一男君） よろしいですか。他にござ

いますか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

○議長（中川一男君） なければこれをもって質疑、

討論を終了いたします。 



 6 

これより議案第１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶものあり） 

 

○議長（中川一男君） ご異議なしと認めます。よ

って本件は、原案のとおり可決されました。 

 

 

◎閉会宣告 

○議長（中川一男君） 以上をもって、本臨時会に

付議された案件の審議は全部終了いたしました。 

これにて、平成１９年第４回上富良野町議会臨時会

を閉会いたします。 

 

午前１１時２４分 閉会 



 上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の正確なる事
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